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手術部における滅菌ガウン着用時の清潔不潔に関する意識調査
中央手術部　○梶坂友里　木島園江　本多奈緒
1はじめに
　手術室において清潔な環境を整えるためには、基
本的無菌操作の原則を守らなければならない。清潔
な環境を維持し無菌操作を実践することは感染の防
止につながる。手術室ではさまざまな無菌操作を行
っているが、今回私たちは手術介助時必ず着用する
滅菌ガウンに視点をおいた。
　滅菌ガウン着用法（以下ガウンテクニックとする）
は手術室看護技術の基本となっており、大切な無菌操
作の一つである。しかし実際には清潔野を汚染し不
潔にしてしまうことがある。私たちはガウンテクニ
ックをマニュアルに基づいて行っており、「腰より下」
「背面」を清潔でない部分として捉え手術についてい
る。しかしその部分は目に見えるものではなく清潔
と不潔の境界は不明瞭であり、看護スタッフそれぞ
れにより捉え方が違うのではないかと考えた。
　そこで私たちはガウン着用時の清潔不潔に対する
看護師間の意識の統一を図るために、当院手術室看護
師に対してアンケート調査を実施した。それにより
現状把握をすることができ今後の課題を得たので報
告する。
皿用語の定義
清潔とは：無菌的状態が維持されていること
不潔とは：無菌的状態が維持されていないこと又は
　　　　　その可能性があること
皿研究方法
1．研究期間：平成13年10月4日～平成14年ll月18日
2．調査期間：平成14年7月3日～平成14年7月8日
3．対　象：当手術部看護師47名・回収率91％
　　　　　　（43名）
4．調査方法：質問紙を用いての質問留置法
5．調査内容：
　1）滅菌ガウンの清潔範囲の捉え方
　2）実際に汚染してしまったときの状況や部位
　3）清潔を保つために何に注意しているかの3つ
　　　の視点からアンケートを実施した。
皿結果
rv考察
1）滅菌ガウンの清潔範囲の捉え方について
　　　本来マニュアルではガウンテクニックの基本
　　介助方法として資料1の①②・③・⑧のみ触れる
　　ことで着用出来るとあるが、実際その4箇所の
　　みで介助していると回答した人は0人であった。
　　図1のように介助箇所は様々であることから介
　　助者の意識の違いがあるのではないかと考えら
　　れる。しかしガウンテクニックでは着用側の体
　　型や着用時の状況により介助箇所が異なってし
　　まうことも多々あるため、意識の違いというよ
　　りもガウンテクニック時の状況が大きく関わり
　　このような結果になったものと考えられる。
　　次に図2より背部を示すM・N・0が清潔範囲
　　として捉えていないという回答がM：32人・
　N：37人・0：39人と多かった。もともと背部全
　　体、腰より下は清潔範囲と捉えないようにして
　　いることからその統一された意識が明確になつ
　　たものと言える。以上のことより介助方法を見
　　ても着用側の意識を見ても背部全体は清潔とし
　　て捉えていない、また清潔箇所ではないという
　　ことが考えられる。
2）実際に汚染してしまったときの状況・部位について
　　35人が実際の場面で滅菌ガウンを着用中に不
　潔なものに触れてしまったことがあると答えて
　いた。それがどんな場面だったか、又どんな動作
　　だったかという質問には実に様々な内容の回答
　が数挙げられていた。実際不潔にしてしまった
　部位としては、図3よりE・D・K・しにあた
　　る上肢に集中していた。その時の動作又は場面
　では「ライトをあわせるとき外回り看護師に当
　たった」「ガウンを着用していない人が近くを通
　つた」「狭い場所での器械出し」「器械台から離れ
　動いた時」といった不潔なものに触れるという
　回答が数挙がった。
3）清潔を保つために何に注意をしているかについて
　　私たちは滅菌ガウンを着用し手術という場面
　に立ち会うわけだが手術介助を行うにあたり
　様々な動作をしている。しかし滅菌ガウン着用
　時は清潔なものつまり滅菌してあるもののみ触
　れることができ、常に無菌状態を保ちながら手
　術介助をしなければならない。その為の工夫を
　それぞれしているのではないかと考えアンケー
　　トを行った結果、大きな動作はしない・なるべく
　所定の位置にいるようにする・周囲のものに触
　れないという工夫をしているという回答が多く
　見られた。その背景には様々な動作をする中で、
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周囲の不潔なものと滅菌ガウンを着用している
自分との距離をできるだけ保つようにという意
識があるためではないかと考えられる。
V結論
1．介助方法によって、着用側の体型や着用時の状況
　　により触れる部位は様々である。
2．滅菌ガウンを着用している時は、背部全体・腰よ
　　り下は清潔として捉えていない。
3．不潔になりやすいのは上肢であることが多い。そ
　　の原因として多いのは滅菌ガウンを着用してい
　　ない人や手術野以外のものに触れることである。
4．清潔を保つために不潔なものとの距離を保つよう
　　心がけている。
Wおわりに
　この調査より手術室看護師として看護活動（ここ
ではガウンテクニック及び清潔の保ち方の実践）を
するときの基本的清潔操作を踏まえた行動の実際と
意識が明確になった。「清潔」「不潔」は目に見えない
ものであり、自己の意識の下でその清潔がどれだけ
保たれているかが決定すると言って良い。したがっ
て、ガウンテクニックは手術室看護の重要な技術の
一つであり清潔に対する意識を持ち、基本操作を崩さ
ず慣れで行ってはならない。常に感染防止に留意し
つつ、手術患者の安全保持に努めなければならない。
　今回、当手術部看護一間の清潔・不潔に対する意
識を知ることができた。実際不潔に・してしまうこと
が多い部位が上肢に偏っている点が明確になったの
で、この結果を今後に生かしていきたい。
W参考文献
1）岩根幸子：手術室における清潔操作とそのポイン
　　ト、OP　Eナーシング、　VoL　4　No．8、764～767
2）光畑裕正（訳）：適切な選択一防護用覆布と手術
　　用ガウン、5～10、アリージャンス株式会社、2000
　　　部位
⑫腰紐より下の外側H
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図2　不潔として捉えている部位
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図3　不潔にしてしまった部位
資料1
①マスクの紐
②ガウンの肩紐
③マジックテープ
④合わせの内側1
⑤合わせの内側ll
⑥合わせの外側1
⑦合わせの外側1］1
⑧内側の腰紐
⑨腰紐より下の内側1
⑩腰紐より下の内側H
⑪腰紐より下の外側1
⑫腰紐より下の外側ll
資料2
A．マスクの紐
B．マスクから肩にかけ
　　ての縁
C．マスクの中央
D．上腕前面
E．前腕後面（手の甲側）
F．腰紐より上
G．腰紐より下①
H．腰紐より下②
　　資料3
　　1．マスクの紐
　　J．首から肩にかけての縁
　　K．上腕後面
　　L．前腕前面
鍵：膠翻寺①
　　0．腰紐より下②
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